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特集 座談会企画 第１弾特集 座談会企画 第１弾
部活動の現状とその指導部活動の現状とその指導

砂浜彫刻 『わ』の世界［７/13］ 

天摩ゼミ「世界中の子どもたち」天摩ゼミ「世界中の子どもたち」 加藤ゼミ「八短のカッチャ」加藤ゼミ「八短のカッチャ」 池田ゼミ「手のひらの輪」池田ゼミ「手のひらの輪」

澤井ゼミ「さくら」澤井ゼミ「さくら」 三村ゼミ「和のブラックホール」三村ゼミ「和のブラックホール」 木下ゼミ「天使の羽」木下ゼミ「天使の羽」

田端ゼミ「わぁの和音」田端ゼミ「わぁの和音」

田中ゼミ「指輪」田中ゼミ「指輪」 佐貫ゼミ「だるまさんが…ワッ！」佐貫ゼミ「だるまさんが…ワッ！」 小川ゼミ「Woaa！」小川ゼミ「Woaa！」 中嶋ゼミ「花輪」中嶋ゼミ「花輪」

川端ゼミ「天使の羽」川端ゼミ「天使の羽」

杉山ゼミ「羽」杉山ゼミ「羽」

完成！完成！

短期大学幼児保育学科では、表現活動の一環として平成18年度より白浜海岸で「砂浜彫刻」を開催し
ています。今回のテーマは「わ」。「輪」「和」「羽」「我」「話」などゼミごとに趣向を凝らした様々な「わ」
が完成しました。

まず紙粘土で構想をかためます。

模型を見ながら大きさや作業工程を確認
します。

作業開始！砂を積む、掘るなどしておおま
かな形を作ります。

海水をかけ砂を固めて形を整えま
す。

細部を作りこみ、貝
殻などで装飾を加え
ます。

+αができる看護師を目指して
学びの時間
がんばるクラブ活動
国際交流特別授業
砂浜彫刻

+αができる看護師を目指して
学びの時間
がんばるクラブ活動
国際交流特別授業
砂浜彫刻
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建学の精神
「神を敬し、人を愛する」
カトリックの精神に則る道徳教育
を施し、高尚なる人格の完成を期
し、現代社会が要請する有為の人
材を育成することをもって目的と
する。　　　　 （寄付行為 第３条）

●八戸学院大学
●八戸学院短期大学
●八戸学院大学・八戸学院短期大学
　地域連携研究センター

●八戸学院大学・八戸学院短期大学
　図書館

●八戸学院光星高等学校

●八戸学院光星高等学校専攻科

●八戸学院野辺地西高等学校

●八戸学院短期大学附属幼稚園

●八戸学院短期大学附属幼稚園
　聖アンナ
●八戸学院短期大学附属幼稚園
　第二しののめ

TEL 0178-25-2711
TEL 0178-25-4411

TEL 0178-25-2789

TEL 0178-30-1695

TEL 0178-33-4151

TEL 0178-25-6322

TEL 0175-64-4166

TEL 0178-34-5765

TEL 0178-45-3670

TEL 0178-25-2488

http://kosei.hachinohe-u.ac.jp/

表紙
今年で10回目となる砂浜彫刻で
は投票により順位が決定します。
今年は、表紙の差波ゼミ「和金」が
第一位「金砂賞」を受賞しました。

八戸学院大学・八戸学院短期大学図書館は
「地域に開かれた大学図書館」として、地
域住民の方も無料でご利用いただけます。

　大学会館（５号館）において健康医療学部看護学科開設

記念式典が、小林眞市長はじめ多くの来賓と本学の教職員

および看護学科Ⅰ期生となる学生ら170人が出席し開催

された。

　式典では新入生を代表して看護学科1年の白山佳枝さん

が「４年制となった看護学科Ⅰ期生として喜びとともに身

が引き締まる思い。看護学科開設にご尽力いただいた多く

の方々に感謝して、４年間でたくさんのことにチャレンジ

し、看護+アルファができる人を目指していきたい。その

一つとして国際的な視野を身に着けるために英語のスキ

ルを向上させ様々な患者との信頼関係を築きながら、自ら

考え行動できる看護師になりたい。」と挨拶し、新生看護学

科のスタートにふさわしい「前進への意欲」を心に強く感じる式典となった。

　式典後の記念講演の中で佐藤敬弘前大学長は、白山さんの挨拶を「開設記念にふさわしい挨拶だった。将来の看護師を目指し

た姿勢が素晴らしい。」と述べ、蛭田看護学科長は祝賀会において「白山さんのような学生がいる本学科の将来が楽しみである。」

と挨拶するなど、式典に出席した来賓の方々および教職員・スタッフらの心に印象深く刻み込まれ、今後、より充実した教育・

サービスを提供していく源となったのではないだろうか。

　看護学科は、今年４月に短大から大学へ４大化されたことで、よ

り幅広い分野の研究・指導・実践ができるようになり、今後、地域住

民の健康増進と地域医療の向上に貢献できる人材を育成すること

になる。

＋αができる看護師を目指して
　　　　　　　　　八戸学院大学健康医療学部看護学科開設記念式典［６/11］

平成28年度看護学科宣誓式［５/14］
　看護学科の第７回宣誓式が行われました。式典には先輩・後

輩・保護者・来賓の方々の参列のもと、一年間の基礎教育を終え

た２年生81名が看護師になる新たな決意をしました。会場が消

灯され厳粛なキャンドルサービスは81本の灯を一つにし、ナイ

チンゲールの看護の心を受け継ぎました。建学の精神「神を敬

し人を愛する」を基に学び続け、「人々の幸せのため貢献できる

看護師になる」と力強く宣誓しました。

　外崎充子学長から「誰かの支えになれる看護師に」との式辞

に続き、宣誓者を代表して長根芽吹さんが「八戸学院短期大学の最後の学年としての自覚と感謝を忘れず地域貢献できる看護師

になれるよう努力する」と誓いを述べました。

　他の学生からも「これから始まる様々な実習に精一杯がんばる」「気が引き締まる思い」などの感想があり、式典を通して仲間

としての一体感がさらに強く輝いてみえました。

　式典終了後、「地域に貢献する看護職の魅力」と題して千葉大学大学院看護学研究科教授の酒井郁子先生の記念講演が行われ

「看護には無限の可能性があり、自分たちで看護の仕事を創っていくことが重要である」ことや、「患者さんの笑顔を引き出すの

が看護職の役割」などの講演に、学生一人ひとりが、10年後・20年後の自分の姿を思い描き、意欲と希望につながる貴重な時間に

なりました。

禅  シンプル生活のすすめ（三笠書房）

法官　廣子
学校法人光星学院
総務部参事

著者：枡野　俊明

余計な悩みを抱えないように、

他人の価値観に振り回されないように、

無駄なものをそぎ落として、

限りなくシンプルに生きる。

　心配事の先取りをせず、「いま」「ここ」だけに集中する。

　悩むより動く---そのほうが物事は絶対うまくいく。

と著者は語っている。人は日々の生活の中で大なり小なりストレス

を感じたり悩みを抱えている。「病は気から」で気の持ち様で軽く

なれたり、他人に話すことで解消できることもある。

　今、自分にのしかかる一番の問題を、重い心を、軽くしてくれる

そんなおススメの1冊です。

禅僧にして、大学教授、
庭園デザイナーとしても活躍

プラスアルファ

２

３

４

8

10

14

15

16

18

20

21

22

24

読書のススメ

＋αができる看護師を目指して

特集
ＣＡＭＰＵＳ八戸学院 座談会企画 第 1弾
「部活動の現状とその指導」～個々の能力を伸ばして～

学びの時間
がんばる部活動

八戸学院NEWS／イベント情報

光星高校　国際交流特別授業

職員ファイル

八戸学院NEWS／イベント情報

幼稚園運動会

平成 28年度八戸学院関東の集い開催

同窓生の広場

理事長散策

砂浜彫刻『わ』の世界
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工藤 祐太郎 監督

赤間 俊勝 監督

綿谷 貴志 監督

　
大
学
、
高
校
で
運
動
部
の
監
督
を
さ
れ
て
い
る

４
人
の
先
生
に
部
活
動
の
現
状
、
指
導
方
法
、
今

後
の
目
標
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

※

自
己
紹
介
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

司
会　
指
導
さ
れ
て
い
る
部
活
動
の
状
況

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す

三
上　
着
任
の
年
か
ら
監
督
に
就
任
し
、

県
内
市
町
村
出
身
部
員
25
名
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
３
年
間
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
と

部
活
動
の
両
面
と
同
時
に
進
路
指
導
ま
で
、

他
の
先
生
方
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
個
々

の
能
力
を
引
き
出
し
伸
ば
せ
る
よ
う
最
大

限
関
っ
て
い
ま
す
。

赤
間　
着
任
時
、
私
が
専
門
と
す
る
駅
伝

や
長
距
離
が
な
く
、
近
隣
に
駅
伝
チ
ー
ム

が
あ
る
学
校
が
多
か
っ
た
の
で
選
手
獲
得

は
大
変
で
し
た
が
年
数
を
経
て
育
成
し
現

在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

綿
谷　
着
任
時
、
陸
上
部
は
勿
論
あ
り
ま

し
た
が
、
組
織
づ
く
り
、
運
営
の
面
か
ら

着
手
し
、
ま
ず
は
陸
上
部
ら
し
く
す
る
所

か
ら
始
め
た
と
い
う
の
が
実
状
で
す
。
部

員
30
名
程
で
女
子
選
手
が
半
分
、
７
割
が

実
家
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
魅
力

CAMPUS八戸学院「座談会企画」 第１弾CAMPUS八戸学院「座談会企画」 第１弾

「部活動の現状とその指導」
~個々の能力を伸ばして~

監
督
に
就
任
し
て

司
会　
練
習
を
組
み
立
て
る
上
で
、
重
要

視
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
？

綿
谷　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
し
て
は
長
距

離
と
短
距
離
に
分
け
て
、
長
距
離
ブ
ロ
ッ

ク
は
女
子
の
強
化
を
し
つ
つ
、
リ
ク
ル
ー

ト
に
も
力
を
入
れ
て
ま
す
が
、
女
子
で
大

学
ま
で
続
け
た
い
人
は
な
か
な
か
お
ら
ず
、

今
非
常
に
苦
労
し
て
い
る
状
況
で
す
。
短

練
習
組
み
立
て
の
ポ
イ
ン
ト

綿
谷　
私
の
専
門
分
野
は
「
動
作
分
析
」

で
、
選
手
の
長
所
や
弱
点
を
見
つ
け
る
分

野
で
す
が
、
新
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場

合
に
必
ず
そ
の
効
果
を
デ
ー
タ
と
し
て
見

せ
、
定
期
的
に
動
作
分
析
し
な
が
ら
、
課

題
に
応
じ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
設
定
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
年
に
２
〜
３
回
は

「
動
作
分
析
」
か
ら
課
題
に

応
じ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
設
定

あ
る
部
に
し
て
津
軽
地
方
か
ら
も
集
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

工
藤　
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
は
創
部
５
年
、

現
在
部
員
は
わ
ず
か
36
名
で
ほ
と
ん
ど
が

県
内
出
身
で
す
。
全
国
を
目
指
せ
る
大
学

が
地
元
に
あ
る
、
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
、

活
動
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
去
年
、

全
国
大
会
に
出
場
で
き
ま
し
た
が
、
163
対

０
と
い
う
大
差
に
全
国
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。

距
離
ブ
ロ
ッ
ク
は
リ
レ
ー
を
中
心
に
強
化

し
、
ス
ピ
ー
ド
練
習
を
主
と
し
て
質
の
高

い
練
習
を
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
今
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

赤
間　
男
女
で
50
人
程
の
チ
ー
ム
で
、
完

全
に
二
期
に
わ
け
て
お
り
、
男
子
の
駅
伝

チ
ー
ム
は
前
期
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
路
線
、

ト
ラ
ッ
ク
中
心
に
ス
ピ
ー
ド
を
磨
く
期
間

で
、
そ
れ
を
基
に
後
期
に
夏
合
宿
を
経
て

駅
伝
へ
シ
フ
ト
す
る
選
手
、
秋
の
ト
ラ
ッ

ク
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
の
短
距
離
練
習
と

い
う
形
で
分
か
れ
て
い
き
ま
す
。

　
女
子
の
駅
伝
は
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
延
長

上
で
、
手
法
を
変
え
な
い
で
そ
の
ま
ま

ロ
ー
ド
に
も
っ
て
い
き
ま
す
。
短
距
離
選

手
は
完
全
に
前
期
と
後
期
の
ト
ラ
ッ
ク

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
夏
と
冬
の
合
宿
で

強
化
し
て
い
き
ま
す
。
夏
と
冬
の
強
化
を

挟
ん
で
各
々
大
会
が
あ
り
ま
す
し
、
個
人

競
技
と
団
体
競
技
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む

の
が
大
変
で
す
。

三
上　
い
ま
３
チ
ー
ム
構
成
で
選
手
の
質

も
課
題
も
違
う
の
で
、
そ
の
週
の
中
で
次

の
対
戦
相
手
に
向
け
て
対
策
と
課
題
を
回

し
て
い
き
ま
す
。
私
と
川
村
コ
ー
チ
は
お

互
い
ビ
デ
オ
撮
影
し
、
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
全
選
手
の
試
合
に
必
ず
目
を
通
し

課
題
を
抽
出
し
て
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
ま
す
。

各
選
手
が
そ
の
試
合
の
中
で
ど
の
く
ら
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
結
果
を
出
せ
た
か
、
実

戦
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
藤　
朝
練
に
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
持
っ
て
き
て
、
午
後
は
全
員
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
出
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
ラ
グ

ビ
ー
は
秋
の
シ
ー
ズ
ン
の
み
の
一
発
勝
負

な
の
で
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保

つ
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

体
力
テ
ス
ト
と
動
作
チ
ェ
ッ
ク
、
ス
キ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
指
導
に
活
か
せ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
課
題
と
感
じ
る
所
を

デ
ー
タ
に
し
て
提
供
し
て
あ
げ
る
こ
と
は
、

有
効
な
手
法
だ
と
思
い
ま
す
。
選
手
も
私

自
身
も
納
得
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組

む
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

赤
間　
効
果
効
率
の
い
い
走
り
を
さ
せ
た

い
の
で
、
「
動
作
分
析
」
ま
で
い
か
な
い

が
、
効
果
の
あ
る
練
習
と
し
て
年
間
計
画

を
重
視
し
ま
す
。
目
標
と
年
間
計
画
、
過

程
に
ど
う
い
う
メ
ニ
ュ
ー
を
入
れ
て
い
く

か
、
ど
の
よ
う
に
調
子
よ
い
状
態
に
持
っ

て
い
く
か
、
そ
し
て
ど
う
い
う
作
戦
を
立

案
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

綿
谷　
や
は
り
自
分
を
客
観
的
な
目
で
見

る
と
い
う
こ
と
は
選
手
に
と
っ
て
大
事
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
「
効
率
」
の
こ
と

が
出
ま
し
た
が
、
フ
ォ
ー
ム
の
矯
正
、
練

習
の
効
率
化
は
、
非
常
に
重
要
な
要
素
で

す
。
ま
た
、
今
年
か
ら
は
明
確
に
１
年
を

鍛
練
期
、
準
備
期
、
試
合
期
、
回
復
期
の

４
つ
に
分
け
る
こ
と
を
始
め
て
み
ま
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
選
手
は
、
計
画

的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
え
る
よ
う
に
な

り
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
管
理
に
役
立
つ
の

で
は
と
思
い
試
み
て
い
る
最
中
で
す
。

司
会　
ビ
デ
オ
導
入
の
効
果
は
？

綿
谷　
そ
の
日
の
練
習
の
動
き
と
調
子
の

良
い
時
の
動
き
を
見
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
チ
ェ
ッ
ク

に
使
え
る
と
思
い
ま
す
。

赤
間　
試
合
の
ビ
デ
オ
を
撮
り
、
皆
で
自

分
の
走
り
を
見
て
い
ま
す
。
自
ら

YouT
ube

と
か
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
動

画
を
何
回
も
観
て
、
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
進
ん
で
や
っ
て
い
ま
す
。

工
藤　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
、
そ
の
日

に
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
伝
え
た
り
、
ク

ラ
ウ
ド
上
に
ア
ッ
プ
し
て
全
体
に
見
れ
る

よ
う
に
し
た
り
、
見
せ
た
い
動
画
だ
け
切

り
取
っ
て
ア
ッ
プ
す
る
と
か
、
余
計
な
情

報
を
与
え
ず
に
見
せ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
ね
。

綿
谷　
以
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
光
星

陸
上
部
の
貧
血
検
査
を
今
年
も
１
回
や
り

対
談
メ
ン
バ
ー（
右
よ
り
）

赤
　
間
　
俊
　
勝 

﹇
光
星
高
校
陸
上
部
監
督
﹈

三
　
上
　
　
　
晃 

﹇
野
辺
地
西
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
﹈

綿
　
谷
　
貴
　
志 

﹇
八
戸
学
院
大
学
陸
上
部
監
督
﹈

工
　
藤
　
祐
太
郎 

﹇
八
戸
学
院
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
﹈

　
　
　
　

     

聞
き
手   

金　

入　

教　

人 ﹇
編
集
委
員
﹈

　
　
　
　

     

撮　

影   

織　

戸　
　
　

浩 ﹇
編
集
委
員
﹈
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三上 晃 監督

司
会　
高
大
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

貧
血
検
査
と
い
う
こ
と
が
で
ま
し
た
が
、

他
に
連
携
を
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

赤
間　
例
え
ば
公
共
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ど

ち
ら
か
が
押
さ
え
た
時
に
は
、
声
か
け
て

一
緒
に
使
い
ま
し
ょ
う
と
。

綿
谷　
う
ち
は
、
長
距
離
が
少
な
い
の
で

す
が
、
短
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
に
関
し
て
は
光

星
高
校
と
一
緒
に
練
習
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
光
星
高
校
の
合
宿
に
参
加
し

高
大
連
携
の
可
能
性

綿
谷　
基
本
的
に
は
全
日
本
イ
ン
カ
レ
に

出
場
で
き
る
選
手
を
多
く
輩
出
す
る
こ
と

で
す
。
社
会
人
の
一
歩
手
前
に
い
る
大
学

生
で
す
の
で
、
マ
ナ
ー
や
人
間
性
を
し
っ

か
り
身
に
着
け
、
そ
こ
を
通
し
て
競
技
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
今
年
自
己
記
録
を
出
し
た
選
手
が
十

今
後
の
目
標
は

司
会　
特
に
高
校
生
の
年
代
で
、
先
生
方

が
一
番
柱
に
さ
れ
て
い
る
指
導
を
お
聞
き

し
た
い
の
で
す
が
。

赤
間　
競
技
と
直
結
す
る
の
で
普
段
の
生

活
か
ら
指
導
し
て
い
ま
す
。
朝
起
き
る
と

こ
ろ
か
ら
生
活
リ
ズ
ム
を
し
っ
か
り
す
る
。

学
校
生
活
す
る
上
で
一
番
で
す
か
ら
。
あ

と
は
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
や
睡
眠
で
す
ね
。

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
普
段
の
生
活
で
も

し
っ
か
り
睡
眠
は
と
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
元
気
よ
く
挨

拶
で
き
る
と
か
、
普
段
か
ら
の
生
活
リ
ズ

ム
を
崩
さ
な
い
よ
う
心
掛
け
る
よ
う
に
、

自
分
を
含
め
て
や
っ
て
い
ま
す
。

　
伸
び
代
の
多
い
選
手
が
た
く
さ
ん
来
て

く
れ
て
い
ま
す
。
心
身
と
も
に
中
学
で
の

伸
び
代
を
高
校
で
伸
ば
し
て
、
卒
業
後
は

関
東
の
大
学
で
活
躍
す
る
生
徒
も
多
い
で

す
。
高
校
で
終
わ
り
じ
ゃ
な
く
て
進
路
の

フ
ォ
ロ
ー
も
大
切
な
こ
と
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

三
上　
私
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
で
サ
ッ

カ
ー
と
同
じ
ぐ
ら
い
生
活
指
導
の
話
を
し

人
間
力
が
な
い
と

　
　
　
　
試
合
に
勝
て
な
い

ま
し
た
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
数
値
デ
ー
タ

を
取
る
ん
で
す
が
、
定
期
的
に
や
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
状
態
を
数
値

で
示
す
貧
血
検
査
を
実
際
に
し
て
み
て
、

赤
間
先
生
が
感
じ
た
印
象
と
か
生
徒
か
ら

の
回
答
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
聞
き
た
い
で
す

ね
。
デ
ー
タ
を
自
分
で
見
た
と
き
に
、
ど

う
い
っ
た
影
響
が
あ
る
の
か
、
指
導
者
が

知
り
得
た
情
報
を
い
か
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
か
。
現
場
の
指
導
者
で
で
き
な
い

部
分
を
フ
ォ
ロ
ー
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

赤
間　
前
監
督
の
三
本
木
先
生
の
時
か
ら

や
っ
て
頂
い
て
ま
し
て
、
検
査
で
予
め
貧

血
だ
と
分
か
る
と
改
善
へ
の
余
地
が
あ
り

ま
す
し
、
そ
れ
自
体
が
予
防
で
も
あ
り
ま

す
。
貧
血
検
査
を
動
機
付
け
と
し
て
病
院

に
い
く
な
ど
、
そ
の
状
況
を
見
て
選
手
の

体
調
管
理
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
役
立
た

せ
て
頂
い
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
継
続
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
上　
サ
ッ
カ
ー
競
技
と
し
て
は
グ
ル
ー

プ
の
映
像
分
析
と
次
に
個
々
、
戦
術
の
確

認
を
し
ま
す
。
ま
た
食
事
と
栄
養
学
、
休

息
に
関
し
て
な
ど
外
部
講
師
の
指
導
に
は
、

生
徒
の
目
の
輝
き
も
違
い
ま
す
。
定
期
的

に
セ
ミ
ナ
ー
や
外
部
コ
ー
チ
の
指
導
も
受

て
い
ま
す
。
む
し
ろ
サ
ッ
カ
ー
の
方
が
少

な
い
と
思
い
ま
す
。
取
り
組
む
姿
勢
で
す

と
か
、
サ
ッ
カ
ー
の
方
を
細
か
く
言
う
よ

り
は
、
サ
ッ
カ
ー
す
る
た
め
の
に
24
時
間

ど
う
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
す
る
か
と
い
う
部
分

を
生
徒
達
に
は
よ
く
話
し
て
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
人
間
力
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
し

て
も
最
後
で
行
き
詰
っ
て
し
ま
い
、
試
合

に
も
勝
て
ま
せ
ん
。
ま
た
社
会
に
出
て
も

通
用
す
る
人
間
力
を
つ
け
る
こ
と
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
に
そ
の
本
質
の
部
分
を
感
じ
さ
せ

て
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
を
指
導
で
重
要

視
し
て
い
ま
す
。

司
会　
普
段
の
生
活
習
慣
が
及
ぼ
す
競
技

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
？

綿
谷　
表
れ
ず
ら
い
競
技
と
ダ
イ
レ
ク
ト

に
表
れ
る
競
技
と
あ
っ
て
、
私
生
活
を
管

理
で
き
な
い
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
い
人
は
、
集
団
ス
ポ
ー
ツ
と
か
個
人

た
い
選
手
が
い
れ
ば
、
ど
う
ぞ
と
誘
っ
て

く
だ
さ
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
楽
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
（
笑
）

赤
間　
私
ど
も
の
陸
上
部
か
ら
八
学
大
陸

上
部
に
入
部
し
て
い
る
生
徒
が
５
人
ぐ
ら

い
い
ま
す
の
で
、
キ
ャ
プ
テ
ン
も
う
ち
の

卒
業
生
だ
し
、
そ
う
い
う
面
で
は
綿
谷
先

生
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
私

か
ら
「
最
近
の
調
子
は
？
」
と
声
を
か
け

た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
で
交
流
を
持
っ

て
い
ま
す
。

三
上　
本
校
も
例
え
ば
、
選
手
権
の
決
勝

で
青
森
山
田
高
と
の
試
合
前
と
か
で
す
と
、

大
学
の
岩
本
監
督
に
ち
ょ
っ
と
力
を
貸
し

て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
練
習
試
合
の
相

手
を
し
て
頂
い
た
り
と
か
。
八
学
大
は
県

の
ト
ッ
プ
で
す
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で

は
、
い
つ
も
胸
を
貸
し
て
頂
い
て
、
毎
年
、

練
習
試
合
は
定
期
的
に
や
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

工
藤　
練
習
の
面
で
は
一
緒
に
や
れ
る
部

分
は
一
緒
に
や
っ
て
、
怪
我
さ
せ
な
い
よ

う
に
や
る
よ
う
に
し
て
ま
す
。
特
に
女
子

選
手
が
光
星
高
校
に
い
ま
す
し
、
そ
の
生

徒
た
ち
と
も
一
緒
に
で
き
る
練
習
は
し
て

い
ま
す
。

司
会　
そ
れ
ぞ
れ
で
連
携
を
と
ら
れ
な
が

数
名
出
て
お
り
、
さ
ら
に
人
間
力
を
上
げ

れ
れ
ば
競
技
力
ア
ッ
プ
も
期
待
で
き
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
選
手
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
研
究
者
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学

と
指
導
の
現
場
の
融
合
は
究
極
の
テ
ー
マ

で
す
の
で
、
ど
う
い
う
も
の
が
現
場
に
ダ

イ
レ
ク
ト
に
活
か
せ
る
か
、
引
き
続
き
研

究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

工
藤　
大
学
選
手
権
で
は
東
北
・
北
海
道

代
表
が
九
州
代
表
と
対
戦
し
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
東
北
・
北
海
道
代
表
は
全
国
大
会

で
勝
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
目
標
は
、

ま
ず
そ
こ
を
覆
し
た
い
。
去
年
や
っ
と
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
ま
し
た
の
で
、
あ

の
悔
し
さ
を
指
導
者
と
学
生
が
如
何
に
共

有
で
き
る
か
が
鍵
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
学
生
が
主
体
的
に
取
り

組
む
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

赤
間　
目
標
は
も
ち
ろ
ん
、
去
年
初
め
て

全
国
高
校
駅
伝
に
出
場
し
た
の
で
連
続
で

出
る
こ
と
、
女
子
の
駅
伝
チ
ー
ム
を
少
し

強
化
し
男
女
一
緒
に
全
国
出
た
い
と
い
う

の
が
目
標
な
ん
で
す
が
、
次
は
全
国
だ
と

か
全
国
入
賞
だ
と
か
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

け
て
い
ま
す
。

競
技
で
も
同
じ
で
、
試
合
か
ら
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
逆
算
で
き
な
い
人
が
多
く
、

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
合
わ
せ
ら
れ
ず
ミ
ス

し
た
り
し
ま
す
。
特
に
集
団
ス
ポ
ー
ツ
に

あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
ボ
ー
ル
持
っ

て
る
人
だ
け
の
ス
ポ
ー
ツ
じ
ゃ
な
い
ん
で
、

視
野
を
広
く
も
つ
と
か
、
瞬
時
に
戦
術
を

理
解
す
る
と
か
、
か
な
り
直
結
す
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

三
上　
普
段
か
ら
の
我
慢
強
さ
、
辛
抱
強

さ
な
ど
、
目
に
見
え
な
い
部
分
で
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
習
慣
が
戦
う
前
か
ら
の
準

備
に
つ
な
が
り
戦
い
に
入
っ
て
い
け
る
と

い
う
こ
と
を
話
し
て
い
ま
す
。

ら
、
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
高
大
連
携
の
可
能
性
を
お
伺
い
し
ま
す
。

綿
谷　
そ
う
で
す
ね
、
大
学
を
研
究
機
関

と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
定
期
的
に

光
星
高
校
と
や
っ
て
る
よ
う
な
体
調

チ
ェ
ッ
ク
や
ス
キ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
体
力
テ

ス
ト
と
い
う
面
で
の
連
携
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
高
大
連
携
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
７
年
間
選
手
の
環
境
を
変
え
る
こ

と
な
く
指
導
が
で
き
、
競
技
に
没
頭
で
き

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
面

で
例
え
ば
赤
間
先
生
と
私
で
あ
れ
ば
、
お

互
い
に
日
ご
ろ
か
ら
合
同
で
練
習
を
す
る

こ
と
で
、
高
校
と
大
学
の
垣
根
を
超
え
て

一
人
の
選
手
指
導
を
で
き
た
り
す
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
ま
す
。
私
立
な

ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

行
く
ぞ
と
い
う
よ
り
も
、
今
い
る
生
徒
を

じ
っ
く
り
育
て
る
こ
と
に
目
を
向
け
る
こ

と
も
面
白
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
上　
具
体
的
に
は
や
っ
ぱ
り
県
で
優
勝

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
青
森
山
田
高
校
を
倒
せ
れ
ば
全
国
で

も
勝
て
る
だ
ろ
う
と
い
う
部
分
と
、
う
ち

か
光
星
高
校
が
な
ん
と
か
そ
こ
で
歴
史
を

変
え
た
い
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

あ
と
は
皆
さ
ん
と
同
じ
で
人
間
性
を
ど
れ

だ
け
高
め
て
や
れ
る
か
、
人
生
高
め
て
や

れ
る
か
と
い
う
部
分
は
変
わ
ら
ず
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

司
会　
皆
さ
ん
、
今
日
は
お
忙
し
い
と
こ

ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の

ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
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クラブ活動は、仲間との出会いや新たな自分を発見できる貴重な場所でもあ
ります。目標に向かって練習に取り組む、クラブ活動を紹介します。

　全国大会出場を目標に、チームでは試合後に悔いが残らないよう常に
全力プレイを心がけています。また、控えとなった部員もそれぞれの役
割を担い、全国という目標に向かいチーム一丸となって取り組んでいま
す。過去３回全国大会出場のチャンスがありましたが、いずれも２位に
甘んじ悔しい思いをしてきました。次のウインターカップ青森県予選が
３年生にとって全国大会出場の最後のチャンスになります。悲願の全国
大会出場に向け３年生の挑戦が始まります。

光星高校
バスケットボール部［男子］

光星高校
卓球部［男子・女子］

野辺地西高校
バドミントン部［男子・女子］

光星高校
バスケットボール部［女子］

悲願の全国大会出場を！

　基礎練習後の練習メニューは、ペアになる生徒同士で話し合い練
習メニューや目標を決めています。苦手な部分の練習に時間を割く
ペアもいれば、試合を想定した練習を行うペアなど様々です。話し合
いによる練習はスキルアップ以外にもチーム内のコミュニケーショ
ンにも繋がり、チームとしてまとまりが生まれました。男子は、９月
に行われる新人戦団体優勝、女子は４強と言われる強豪校に勝つこ
とを目標に練習にも力が入ります。

話し合いから生まれるもの

　創部35年の歴史を誇り、東北大会への出場経験もあります。現在部員は、
男子が10人、女子が6人。毎日の練習は、4ｋｍのランニングから始まり、
フットワークやシャトル拾いなど基礎練習に時間をかけます。毎日のラン
ニングや基礎練習の繰り返しこそが自信の裏づけとなり、試合中のネガ
ティブな感情をポジティブに変える秘訣でもあります。現在、目標の県団
体ベス８に手が届きそうな位置にいます。夏休みには合宿も計画されてお
り、目標達成に向けてさらなる高みを目指します。

さらなる高みを目指して

　部員全員が部活動ノートを持ち、その日
あった試合や練習の振返りをするなど自主
性を促しています。練習もキャプテン中心で
選手が考え行動しています。試合においても
コートにいる５人で考え行動するチーム作
りを目指しています。新チームになり、チー
ムの特性を活かした新たなプレイスタイル
にも手ごたえを感じており、９月の新人戦で
はライバル校を撃破し、東北・全国大会を目
指します。

選手が考え行動するチーム作りを

がんばるクラブ活動がんばるクラブ活動

89



本の貸出サービス「Deli Book（デリブック）」開始
大学図書館デリバリーサービス（高校教員向け貸出配達サービス）

第16回家族ふれあいウォークラリー大会に
参加［６/12］

平成29年度入学願書受付情報

イベント情報
平成28年８月～11月

▼オープンキャンパス
　９/24（土）10:00～13:00
入試対策講座、体験授業、クラブ・サークル紹介など

▼光華祭 10/29（土）・30（日）

八戸学院短期大学

八戸学院大学・八戸学院短期大学

▼秋桜祭 10/29（土）・30（日）

八戸学院大学

◆ビジネス学科／人間健康学科
▼AO入試A① ８/１（月）～８/31（水）
▼AO入試A② ８/１（月）～９/14（水）
▼AO入試A③ ９/15（木）～11/２（水）
▼AO入試A④ ９/15（月）～11/16（水）
▼推薦Ⅰ期・専門課程
　11/１（火）～11/７（月）
▼推薦Ⅱ期 11/18（金）～12/５（月）
◆看護学科
▼推薦入試（指定校推薦）
　11/１（火）～11/７（月）
▼推薦入試（公募推薦）
　11/18（金）～12/５（月）

八戸学院大学

◆幼児保育学科
▼推薦入試 11/１（火）～11/７（月）
▼専門課程、社会人
　11/18（金）～12/５（月）
◆ライフデザイン学科
▼AO入試A ８/１（月）～９/14（水）
▼AO入試B ９/15（木）～11/２（水）
▼推薦Ⅰ期 11/１（火）～11/７（月）
▼推薦Ⅱ期、社会人
　11/18（金）～12/５（月）

八戸学院短期大学

　「第16回家族ふれあいウォークラリー大
会」（主催－よこまちストア・八戸市レクリ
エーション協会、協賛－大塚製薬株式会
社）が開催され、ライフデザイン学科の学
生がスタッフとして参加しました。
　梅雨時でしたが当日は快晴、450人の市
民の参加とスタッフ150人が集まり大盛況
のイベントとなりました。参加チームごと
に八戸市中心街とその近辺にあるチェッ

クポイントを回り、ゲームなどを通してポイントを獲得していきます。レクリエーショ
ン事業を通して地域の魅力を再発見し、参加者間での交流が促進されます。会場では「あ
そびの日」ブースを設け、ディスクゴルフ等のレクリエーションを楽しみました。
　ライフデザイン学科ではレクリエーション・インストラクターの資格を取得できま
す。実習経験として今回の大会準備やウォークラリーのチェックポイントでの業務を手
伝い、イベントを通してレクリエーション事業の実際を学びました。最後に八戸市レク
リエーション協会田島博会長（元ライフデザイン学科准教授）より表彰が行われ、閉会の
辞が述べられました。
　学生たちは参加した子供たちの笑顔に喜びと楽しさも実感した1日となりました。

　八戸学院大学・八戸学院短期大学図書館では、系列の光
星高校および野辺地西高校の教職員向けに図書の貸出配
達サービス【Deli Book（デリブック）】を開始した。
　本を借りたいが、授業の準備や部活動顧問など多忙で
あるため、大学図書館を利用することができない系列高
校の先生に向けて、専門書や小説などの図書を貸し出し
配達するサービスである。
　図書（資料）を借りる際はメールで申請することにな
る。借りたい本（資料）を見つけるには、大学図書館のＨＰ
にアクセスし、ＯＰＡＣ（※）を利用して検索し、表示され
る【登録番号・書名】を図書館のアドレスへ送信する。貸出

は図書5冊、ＤＶＤは３本で期間は２週間となっている。申請された図書等は、専用の特製
バッグに入れて貸し出され、返却は各高校の事務室に専用の「返却ＢＯＸ」が設置されてお
り後日、図書館の担当者が回収するシステムだ。初回利用時に「利用者登録」を行うが、その
際に作成される利用者カードは図書館オリジナルのデザイン４種類から選べるサービスも
ある。
　図書館では、高大連携の足掛かりとして、教員
向けやこれから教職を目指す学生のニーズに
あった図書を所蔵していくなど、今後の更なる発
展を目指し、他の施設や高校生らへの拡大を視野
に入れて展開していくことを検討している。

（※）ＯＰＡＣ（オパック）とはOnline Public Access 
Catalogの略語で、オンラインの蔵書目録のこと

自動車整備士人材育成セミナー［７/14］

　本校の実習場において、“自動車整備士人材
育成セミナー“が開催されました。光星高校工
業技術科及び普通科の３年生26名を対象に
（株）スズキ自販青森様のご協力によるスキャ
ンツールを使用した故障診断の実演と新車の
試乗、専攻科教員による２サイクルエンジン
の分解組立の体験が行われました。
　体験した生徒からは、専門性の高い体験で
き進路選択に大変役立ちました、などの感想
がありました。
　ご指導をくださったスズキ自販青森の皆様
方には深く感謝申し上げます。

高校生のための体験授業～介護福祉士のスペシャリスト育成体験～［７/11］

　光星高校保育福祉科１年生24名が、専攻科の学校見学と介護福祉科の授業を体験しました。
　専攻科介護福祉科１年生12名と共に食事の基礎知識と介護食について学びました。グループに分かれ食事の意義について考え、その後介護
食を摂取しました。体験授業を通して利用者の立場になって介護することや実際に介護食を食べることで理解が深まったとの感想が聞かれ
ました。

職業体験フェア
～未来のヒントを見つけよう～［６/24］

教材用エンジンを贈呈［７/５］

　八戸市東体育館にて
八戸市内の中学生・高校
生を対象に職業体験
フェアが開催されまし
た。専攻科は、介護福祉
科・自動車科共に学生３
名が参加し専攻科の紹
介と科の実習体験を行
いました。
　自動車科はエンジンの組立・仕組み、介護福祉科は介護食体験、お
むつ交換体験、義歯装着体験、高齢者疑似体験を実施しました。体験
した生徒さんは演習授業で使用している機材に触れる機会にもな
り、専攻科学生の説明を真剣に話をきいてくださいました。

　本田技研工業株式会社/青森県
ホンダ会様より最新技術を使用し
た教材用エンジン２台が贈呈され
ました。生徒の技術向上に役立た
せていただきます。ありがとうご
ざいました。

平成 28年
５月～７月

図書館

短　大

専攻科

専攻科

専攻科

問い合わせ
八戸学院大学・八戸学院短期大学
キャリア支援課　TEL.0178-30-1700

問い合わせ
八戸学院大学
キャリア支援課　TEL.0178-30-1700

問い合わせ
八戸学院短期大学
キャリア支援課　TEL.0178-30-1700
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消防クラブ［５/29］

南極地域観測協力行動「砕氷艦しらせ」にて

遠足で実る友情［６/10］
　毎年の行事として学年毎の遠足があります。今年は、１年生は『三沢航空科学館』、２
年生は『浅虫水族館と夏泊半島』、そして３年生は『十和田湖散策』でした。
さて、高校で遠足をする意義は何でしょうか。本校では、例年、新緑眩しい６月に実施
しています。この時期の行事は、新１年生にとって、高校生活の良いスタートをきる大
事なものです。２、３年生は友人、クラスメートはたまたクラスを越えて新しい一面を
発見できるチャンスがあります。
　このように、高校生が学校生活の外で実るだろう友情は、おそらく卒業後も継続さ
れる和であると思います。また、公共の場を私服で過ごす団体行動です。高校生に期待
する責任感を養うことができる大事な行事のひとつでもあります。今年も、遠足を通
して実った、友情の数はいくつでしょう。

　消防クラブは、防火・防災思想の普及を図ることを目的としています。
　今年度、消防クラブは、１年生から３年生までの男女28名で結成され、防火や防災につ
いての色々な知識等を身近な生活の中に見出すとともに、日頃から防火・防災に関する多
くのことを知るために、八戸市や地元の消防署との合同訓練を行っております。すでに今

年度は、5月29日に長苗代馬淵川左岸で実施し
た国土交通省主催の「総合水防演習」に参加しま
した。担当した箇所は、洪水対応訓練の土のう積みで、その作業に関して担当者から高く評価されま
した。また、その様子が八戸市の広報紙の表紙に掲載されます。さらに今年度は、8月28日に行われ
る八戸市主催の「八戸市総合防災訓練」に参加し、より地域住民と共に防災意識の高揚を図りたいと
思います。これからも消防クラブは、地域活動へ積極的に参加し、多く防火・防災思想をより深く学
ぶことを計画しています。

イベント情報
平成28年８月～11月

八戸学院光星高等学校

八戸学院野辺地西高等学校

八戸学院光星高等学校専攻科 ～高校への第一歩、一日体験入学～
［７/30・８/８］

　学習体験と部活動体験ができる一日
体験入学に241名の中学生、保護者100
名が参加しました。
　短い時間の中で、高校の学習や部活
動の一端を体験してもらい学校紹介を
しました。参加した中学生からは「先輩
の皆さんは元気があり、先生方の説明
が分かりやすかった。」、「部活動に真剣
に取り組める環境だと感じた。」、「進路
を選択する参考になった。」などの感想
が寄せられた。

　今年６月、卒業生の市ノ渡秀幸さん（平成11年普通科卒業）が本校を来校。市ノ渡さんは、海上自衛隊に所属し170名の中に選抜され、
2015年11月から2016年4月まで南極地域観測協力行動を行った。南極までの往復３ヶ月砕氷船「しらせ」に乗船し、現地での２ヶ月間も
あわせると５ヶ月間日本を離れての生活。主な仕事は、食料・燃料・建築資材等を運搬、昭和基地の増設や、海洋観測等も行った。オースト
ラリアの砕氷船が座礁した時は、ヘリコプターで消火にあたり、救助もした。
  困ることは、常に船の上で揺られているのでストレスが溜まり、赤道を抜けるので感覚が麻痺して来ること。また三つ星シェフも乗船し
ているので美味しい食事がいただけるが、どうしても野菜不足になりがちで、野菜ジュースで補っているとのこと。汗をかくと瞬時に凍

ること等驚くことばかりですが、寒さ対策といえば『気合いです』と、にこり。
　「人の足跡のない場所で、過去の地
球を探ること。これが自分たちの使命
です。」市ノ渡さんは胸を張って答え、
「自然の中で生きている野生のペンギ
ンやイルカやアザラシは本当に生き生
きしていますよ。天敵がいないので、
ペンギンがそばに寄ってきて、仕事中
にちょっかいを出してきます。仲間だ
と思っているんでしょうか。」と笑顔
で話していました。

ファッションクリエイト研究会発足
　ファッションクリエイト研究会は、今年度新たに立ち上げた部
活動です。ファッション、取り分けデザインに興味を持つ生徒を募
集し、デザイン画を作成、各種コンクールに応募しています。
　5月には「ファッション甲子園（第16回全国高等学校ファッショ
ンデザイン選手権大会）」へデザイン画を応募しました。残念なが
ら本選へ出場することはできませんでしたが、本選出場を目指し
これからも多くのデザイン画を描いていきたいと思います。
　また、今後はデザイン画を元に実際に洋服を制作し、光星祭など
で発表したいと思います。

光星魂を胸に［８/１］
　第98回全国高校野球選手権大会（７日開幕）に出場する
光星高校硬式野球部の壮行式（於 光星高校体育館）が行
われました。全校生徒と教職員ら約1100人が参加した壮
行式では、ユニホーム姿で登場したナインに橋場保人校
長から「青森県65校の代表として悔いのない試合をして
ほしい」と激励。生徒会の川口詩音副会長が「光星魂と私
たちの思いを胸に、未だかつて無い快挙を達成してくれ
ることを願っています」とエールを送りました。これに対
し、仲井宗基監督は「皆さんの力強い応援のおかげで県大
会を勝つことができました。選手一同、力の限り戦ってき
ます」と挨拶し、奥村幸太主将は「甲子園では、青森県65校
と県民全ての思いを背負い、誇りを持って戦います」と力
強く決意表明しました。

快挙‼ＰＴＡ広報紙「東雲」３年連続上位入賞！

　光星高校のＰＴＡ活動は大変活発で、高Ｐ連においても高い評価（2015年全国高Ｐ連
岩手大会にて表彰）を頂いています。中でも広報委員会は、少人数での活動ですが、ここ３
年、優秀な成績を収めています。2014年には、研修会での発表校にも選ばれました。光星
高校ＰＴＡは「楽しく、無理なく頑張りましょう！」を合い言葉にこれからも積極的に活
動していきます。

青森県高Ｐ連広報紙コンクール
青森県高Ｐ連広報紙コンクール
東北地区高Ｐ連広報紙コンクール
青森県高Ｐ連広報紙コンクール
東北地区高Ｐ連広報紙コンクール

優 良 賞
最優秀賞
優 秀 賞
優 秀 賞
優 秀 賞

2013年
2014年

2015年

平成 28年
５月～７月

光星高

光星高

光星高

光星高
光星高

野西高
野西高
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問い合わせ
八戸学院光星高等学校
総務部　TEL.0178-33-4151

問い合わせ
八戸学院光星高等学校専攻科
総務部　TEL.0178-25-6322

▼アクティブスクール［部活動編］
　９/３（土）
▼光星祭 10/15（土）・16（日）

▼オープンキャンパス
　８/27（土） ９:20～12：00
学科グリーティング（見学・体験・紹介）、在校生との
交流会～キャンパスライフ紹介～ ほか

▼野西高祭 10/15（土）・16（日）
問い合わせ
八戸学院野辺地西高等学校
総務部　TEL.0175-64-4166



八戸学院短期大学
幼児保育学科 講師

金沢大学 大学院
自然科学研究科 生命科学専攻／博士

川 端　悠

　私がコーディネーション能力を研究テーマとしている理由はヒトが身体

を思いどおりに動かしたいと思う時、コーディネーション能力は必要不可

欠な要素となるからです！

　コーディネーション能力とはカラダを動かすために必要な能力（バラン

ス、タイミング、力加減などを運動課題に合わせて調節する）です！この能

力を向上させるトレーニングをコーディネーショントレーニングと呼び、

アスリートに限らず子どもからご年配の方まで多くの方が行うことが出来

ます！このトレーニングを行うときのポイントとしては発育発達の段階、

体力、身体活動レベル、機能制限、そして競技特性に対する十分な理解が必

要ですが、コツさえつかめばとても簡単に行なえます！

　たとえば、幼児の場合はボールを空中に浮かせている間に手を素早く叩

いてそのボールをキャッチしたり、脚を使ってのじゃんけん（負けたら相手

の周りを１周回る）、ダブルキャッチボール（２つのボールでキャッチボー

ル）を繰り返すといった内容から、鉄棒や雲梯（うんてい）遊びもコーディ

ネーショントレーニングとなります！さらに数年前に放送されていた東京

〇〇パークという番組をご存知でしょうか。ゲストがトランポリンをタイ

ミング良く飛んで壁に張り付いたり、点滅して移動する光の上にジャンプ

　オーストラリアと日本の文化の違いについて、ジョ

ディさんによるオールイングリッシュで授業が行われ

ました。生徒たちは、普段ネイティブスピーカーの英語

に触れる機会がほとんどないので、最初は授業につい

ていくのが精一杯の様子でしたが、憲章氏のフォロー

にも助けられ、徐々に自然に受け答えもできるように

なり、授業に積極的に参加していました。

　海外で生活する上で語学力は勿論、大事なことや国際

事情などお二人の経験を交えてお話しいただきました。

　生徒たちは、文化や感覚の違いの多さに驚きの連続

で、視野を広げること、国際的な感覚を持つことの重要

性を痛感していました。ほんの45分間でしたが、生徒た

ちにとって貴重な体験授業となったようです。

　今後もこうした活

動を通じて、世界をス

テージに活躍する人

材へと成長していっ

てほしいものです。

して着地するといったゲームにチャレンジするものなんですが、まさにこの時に求められるのがコーディネーショ

ン能力なんです！ 

　どんなに強い筋力があってもその筋力を使いこなすコーディネーション能力がなれば、日常生活での身体活動や

スポーツパフォーマンスの向上は難しいです…。だからこそコーディネーション能力を理解し実践することが大切

なんです！ お伝えしたいことはまだまだたくさんありますが、このへんで…。

トレーニング①

トレーニング② トレーニング③

脚を使ってのじゃんけん（負けたら相手の周りを１周回る）

マーカーの間を通るようにボールをパス（転がす・蹴る）したら、素早く次のマーカーに移動してボール
パスを繰り返す。

ボールを空中に投げている間に手を素早く叩いて、そのボールをキャ
ッチする。

親子で
コーディネーション
トレーニング！

親子で
コーディネーション
トレーニング！

遊びながら行えるコーディネーショントレーニング

キャリア教育と国際交流に臨むにあたっての心構え［６/28］
テーマ

普通科・ビジネス科光星高校　国際交流特別授業

講師：法官憲章 氏（航空会社勤務） ／ ジョディ法官 氏（ケアンズ教育委員会勤務）

ビジネス科２年Q組

普通科２年A組

職員
ファイル

⑥
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絵の具あそび、だいすき

虫となかよし

イベント情報
平成28年８月～11月

八戸学院短期大学附属幼稚園

▼幼稚園説明会・キッズ祭り
　10/29（土） 10:00～11:00
【星の子キッズクラブ】登録制
・チッチクラス（生後３ヵ月～１歳半）
 10:00受付　８/24、10/６、11/２
・プレスクール（満２歳児になるお子さん）
 9:00～11:30
 火曜日コース ８/23、９/６・20・27、
　　　　　　  10/４・11・18・25、11/15・22・29
 金曜日コース ８/26、９/９・23・30、
　　　　　　  10/７・14、11/４・11・25
・ステラクラス（１歳後半～入園前のお子さん）
 10:00受付
 水曜日コース ９/７、11/16
 木曜日コース ９/８、11/17
 水・木合同 ８/31、９/28、10/12・19・20、11/30
 土曜キッズ（自由参加） ９/24、10/29、11/26 

八戸学院短期大学附属幼稚園３園合同

▼星の子音楽会
　11/９（水） ９:50開演
　場所：八戸市公会堂

八戸学院短期大学附属幼稚園
第二しののめ

ひとつぶの小さな種から

　幼稚園生活に慣れ、流れや決まりを理解して活動したり、着替えや片付けなど自分でできることが増えて
自信をもって活動している年少組。様々な活動に意欲的に取り組んで、体験を楽しんでいます。

　全園児でダイナミックな絵画活動
を楽しみました。
「手や足に絵の具をつけてペタペタ
するのっておもしろいね」
子どもたちは目を輝かせ、イメージ
を膨らませながら、表現することを
楽しみました。
　完成した作品は、階段の踊り場正
面に展示しました。表現する楽しさ
喜びが自信につながるよう、子ども
たちの豊かな感性を育み、絵画活動
をしていきたいと思います。

　保護者の方からいただいたカブト虫の幼虫とカタツムリ。そして、まさえ先生が見つけてき
てくれたカブト虫、またまた、ありやダンゴ虫と玄関に生き物が次々にやってきました。
　子ども達は虫が大好き、興味津々です。お部屋に入る前に必ず観察して「おはよう」と声をか
けています。りっぱな角のオスにゼリーをあげようとすると「やりたい」「さわりたい」と集
まってきます。
　小さな生き物にもやさしく向き合う子ども達は「かわいい」ですね。

　聖アンナの園庭の隅に、小さな畑があります。そ
の畑に、小さな種を蒔き、花や野菜を育てます。収穫
した野菜を調理し、実際に食すことで、食育も大き
なねらいとしてありますが、それだけではありませ
ん。花や実は、やがて種になります。その種が芽を出
し、また花や実となります。このような命の循環を
観ることも、この畑の目的です。
　子どもたちは、「どうして？」「なんで？」と、沢山

の不思議と出会います。その、沢山の不思議との出会いが、聖アンナで大切にしている、コ
スミック教育へと繋がっていき、自分たちも、自然の一部であることを知る、きっかけと
なっていきます。

年少組の育ちを追って～夏～

　今年度から、星の子キッズに新しいコースが増えました。チッチクラス（１歳半ま
で・登録制）では、広いマットの上でハイハイしたり、五感を通した遊びを楽しんだ
り、絵本を読んだりと、親子でゆったりと過ごします。また、プレスクール（満２歳
児・登録制）では、楽しい遊びや園内お散歩など、園の雰囲気や集団生活に少しずつ
慣れ、トイレトレーニングなど自立に向かってサポートしています。

年齢別クラスであそんじゃおう！《星の子キッズクラブ》

《プレスクール》

八戸学院短期大学附属幼稚園
聖アンナ

▼オープンスクール
10/12（水）、11/14（水） 10:00～14:00
【めだか学級】予約制 10：00～11：30
９/13・27、10/４・18、11/15・22
【ベビーマッサージ】予約制 10:00～11：30
はいはいクラス（対象年齢７～11ヵ月）
９/４（日）※、９/28（水）
よちよちクラス（対象年齢12～24ヵ月）
10/７（木）、10/16（日）※
※南部山スポーツセンター

▼土曜ポケット広場
９/３、10/１、11/５ 10:00～12:00
▼すくすく会バザー、ポケット広場
９/11（日） 10:00～
▼ポケット広場（見学説明会）
10/６（木） 10:00～12:00
▼ポケット広場（ウィンドアンサンブル）
11/16（水） 10:00～12:00

玉ねぎ模様の
できあがり！

わぁ！トマトの匂い
がいっぱいするよ

さぁ、絵本の
時間ですよ～

上手にシールを
貼れるかな？

見て！組体操
できちゃった

水がとんでくるよ！
逃げて～

おいしいご飯を
つくっちゃおう

真剣！「窓にお絵描き」
集中しています

《チッチクラス》

川口太陽先生とベビーマッサージ

糊付けは集中して、
はみ出さないように…

平成 28年
５月～７月

聖アンナ

附 属

附 属

第二しののめ

第二しののめ
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幼稚園 運動会幼稚園 運動会

　八戸学院室内練習場で開催された親子運動会の締めとなるのは、親子マラソ
ン！美保野キャンパス内を親子でマラソンして順位を競います。年長児から満
３歳児までの全園児が対象となるこの競技。毎年恒例になっており、子どもは
もちろん、保護者の皆さんも気合がはいります。そしてステラちゃんに見送ら
れながら、いざスタート！必ず親子一緒にゴールしなければならないため、親
子で息を合わせて走っていきます。初めは意気揚々と走っていましたが、折り
返し地点になると疲れの色が…。それでも決して諦めず、親子で手を繋ぎ、額の
汗と笑顔を輝かせながら全園児親子で、完走することができました。

親子一緒によーいドン！

附属幼稚園
聖アンナ
【６/26】

元気いっぱい応援合戦

附属幼稚園
第二しののめ
【６/26】

附属幼稚園
【６/12】

受け継がれる組体操

　「トマトの色はー？」　「あかー！」
　「とうふの色はー？」　「しろー！」
　と、応援団長とのかけ合いを楽しみながら、全園児での応援合戦
が始まります。応援団長は大きな声で、旗を持つ子は力強くふり頑
張りました。
　紅組、白組、それぞれに考えたパフォーマンスを交えながら心を
一つにして、「フレーフレー紅組」、「フレーフレー白組」と応援をし
合い、お互いに拍手を送るなど、競技開始前から元気いっぱいの子
どもたちでした。

　附属幼稚園運動会の見所の一つは、創立当初から始まっ
た年長組恒例の「組体操」。軽快な曲に合わせて、踊ったり
ポーズを決めたりして大きな拍手に包まれました。３楽器
になると年中組は、年長組から「組体操」の指導を受け、次
年度年長組として本番を迎えます。その年独自のポーズや
ネーミングを子どもたちと教師が一緒に考え、友達と協力
し、協調し合って作り上げることで達成感を得ています。
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野辺地西高校

光星高校

八戸学院短大

八戸学院大学

八戸市立市民病院

プロフィール

　病院で検査を受けたことがきっかけで自分の身体のことをもっと知

りたいと思うようになり、臨床工学技士（※）の資格を取れる学校に進学

しました。卒業後は、技士として病院やクリニックで働いていましたが、

仕事の幅を広げたいという思いから、看護師を目指し八戸学院短期大学

に入学しました。技士は機械が相手の仕事ですが、看護師は患者さんの

心と向き合う仕事です。実習を通して、患者さんとの信頼関係を築くこ

との大切さを学びました。短大卒業後、八戸市立市民病院に就職し、病棟

勤務を経て現在は消化器内視鏡室に勤務しています。消化器内視鏡室は、

検査が主な業務で、病棟より患者さんと関わる時間が短く限られていま

す。また、検査には痛みや苦痛を伴うこともあるため、いかに短い時間で

信頼関係を築き、安心して検査を受けていただくかが重要となります。

そのために検査中は、患者さんの表情や、血圧、脈拍など些細な変化にも

気を配り、声かけや介助を心がけています。検査終了後に、患者さんから

「今日の検査は楽だった。ありがとう」と声をかけられると、この仕事を

していて良かったと思いますね。

※臨床工学技士

　血液浄化装置、人工心肺装置、人工呼吸器等の生命維持管理装置の操

　作および保守点検を行う。

　看護師の仕事は、患者さんの命を預かる責任重大な仕事です。技術や知

識の習得も大切ですが、患者さんとの信頼関係を築くために人間性を磨

くことも忘れないでください。

八戸市立市民病院 消化器内視鏡室にて

小村　緑氏
Midori Komura

八戸学院短期大学看護学科　平成25年３月卒業
平成25年４月より八戸市立市民病院に看護職員として勤務

【後輩へ贈る言葉】

同窓生
の広場

八戸から世界へ！
平成28年度八戸学院関東の集い開催 6/18

　

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
、

八
戸
学
院
大
学
、
八
戸
学
院
短
期
大
学
、

光
星
高
校
、
野
辺
地
西
高
校
４
校
合
同

に
よ
る
「
平
成
28
年
度
八
戸
学
院
関
東

の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓

と
し
て
、
青
森
県
人
会
を
は
じ
め
、
就

職
先
企
業
関
係
者
、
関
東
支
部
同
窓
会
、

各
学
校
同
窓
会
役
員
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

卒
業
生
、
教
職
員
総
勢
116
名
の
参
加
で

会
場
い
っ
ぱ
い
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
法
官
理
事
長
が
「
昨
年
よ
り

参
加
者
が
増
え
、
盛
大
に
関
東
の
集
い

を
開
催
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

こ
れ
を
機
に
、
会
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
れ
れ
ば
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
ま
た
、

卒
業
生
を
代
表
し
て
村
居
広
さ
ん
（
野

辺
地
西
高
校
総
合
学
科
Ｈ
28
年
卒
）

が
「
高
校
時
代
に
培
っ
た
根
性
と
協
調

性
を
活
か
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
４
月
か
ら
新
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
卒
業
生
が
多
く
参
加
く

だ
さ
り
、
互
い
の
近
況
報
告
を
す
る
な

ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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理 事 長
散 策

法 官 新 一
Shinichi Hogan

盂 蘭 盆

タイ国で感じたこと

　　６月末から、一週間の休みを頂いて東南アジアを旅しました。
　タイに入り国情も違う、国民性の違いも実感した。円をタイバーツに換金すると、円の３分の１の計

算で経済事情も理解できる。行き先の街々では、近隣国からの出稼ぎと思われる人々が元気よく動

き回っている。観光地は日本人、韓国人そして集団の中国人が目立つ。公共機関の利用において

も国民性がよく現れている。

　かなり昔、戦後復興を成し遂げて海外旅行が夢でなくなった当時の日本人は、経済成長と共に

その国民性のあり方を海外において批判され、経済成長とともに精神文化の面においても成長し

た。あれから何十年も経て、今、隣国もその同じ道を辿っているように思えた。

　発展途上にあって成長を続けている国と、より幸せを求め日々生活している人々の姿を垣間見て

感じたことは、経済、生活レベルと精神生活の関係です。人柄の問題は別として、国の歴史と併せ

て教育や文化の違いに、いつもながら興味を持つ旅となった。

　４月１日辞令交付式において、21世紀を「命の世紀」と位置づけ、本学院がこれまでの時間をか

けて培ってきた力をもって、在籍するすべての子供達の一人一人が持つ能力と向き合うとともに、

唯一無二の個性の伸長を図り、豊かな人間としての育成と社会に有為な人材育成を「全人教育」

をもって行うことを念頭に置きたいと言った。

　小原國芳先生はこの「全人教育」を教育

理念の中心として、人間形成には真・善・

美・聖・健・富の６つの価値を調和的に創造

することを教育の理想として説きました。

　改めて、教育の力を持ってして国際人の

育成にも努めてまいりたいと思いました。

　今年の日本列島は、大雨被害の報道が目につきます。熊本地震をはじめ、近年、日本はもと
より世界で大きな災害が起きている。万が一の災害に備えて日々の生活がより大切になったと痛

感します。「備えあれば憂いなし」、用心に越したことはない。

　ところで日本では、７月のお盆と８月に迎える旧盆の風習があります。盂蘭盆＝亡くなった人の

ご冥福を祈り供養する日ですが、日本では仏壇を飾り墓参りをする仕来たりです。

　今年を思い返しますと、２月２日に中村キヤ学院長先生が92歳でお亡くなりになりました。本学

院の教育に一心に情熱を傾け、光星学院の教育の指針を示して下さいました。キヤ先生は教育

の現場も長く多くの教え子に見送られて旅立ちました。

　また、八戸学院大学に勤務されていた戸村春樹先生が３月１３日にお亡くなりになりました。戸

村先生はエッチングの制作では世界的にも名を知られた先生で、光星学院高等学校の35周年

記念誌に先生の作品も使わせて頂き、格調高い記念誌にしていただきました。

　６月にはこれからという有能な管理職員の訃報に接し大きな悲しみに沈みました。八戸学院大

学キャリアサポートのリーダーであった小笠原淳司課長です。病魔に冒されて懸命な闘病生活も

むなしく、６月11日家族に看取られてこの世を去ったのでした。人望厚い彼の死は、多くの教職員

の悲しみと共に、大学の将来を背負ってくれるという人材を亡くした損失は計り知れないと思って

います。葬儀は奥様とお二人の遺児が立派に取り仕切り、父の心をしっかり受け継ぐ姿に安堵を

覚えながら、今までの貢献に感謝を表します。

　さらに、平成8年から14年３月まで八戸大学第４代学長を勤められた日置孝次郎先生は、退職

後は埼玉県に住居を構えておられましたが、７月８日にお亡くなりになられた報告がありました。民

俗学者として興味深い話をたくさんお持ちでした。

　日置先生は、敬虔なクリス

チャンで、当時本学の教授で

ありました温子奥様とともに美

保野の教員宿舎で生活され、

大学運営にあたられました。

　お盆を迎え、本学院の発展

にご尽力下さいました亡き人

たちを偲び、感謝の念をもって

ご供養にしたいと思います。
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特集 座談会企画 第１弾特集 座談会企画 第１弾
部活動の現状とその指導部活動の現状とその指導

砂浜彫刻 『わ』の世界［７/13］ 

天摩ゼミ「世界中の子どもたち」天摩ゼミ「世界中の子どもたち」 加藤ゼミ「八短のカッチャ」加藤ゼミ「八短のカッチャ」 池田ゼミ「手のひらの輪」池田ゼミ「手のひらの輪」

澤井ゼミ「さくら」澤井ゼミ「さくら」 三村ゼミ「和のブラックホール」三村ゼミ「和のブラックホール」 木下ゼミ「天使の羽」木下ゼミ「天使の羽」

田端ゼミ「わぁの和音」田端ゼミ「わぁの和音」

田中ゼミ「指輪」田中ゼミ「指輪」 佐貫ゼミ「だるまさんが…ワッ！」佐貫ゼミ「だるまさんが…ワッ！」 小川ゼミ「Woaa！」小川ゼミ「Woaa！」 中嶋ゼミ「花輪」中嶋ゼミ「花輪」

川端ゼミ「天使の羽」川端ゼミ「天使の羽」

杉山ゼミ「羽」杉山ゼミ「羽」

完成！完成！

短期大学幼児保育学科では、表現活動の一環として平成18年度より白浜海岸で「砂浜彫刻」を開催し
ています。今回のテーマは「わ」。「輪」「和」「羽」「我」「話」などゼミごとに趣向を凝らした様々な「わ」
が完成しました。

まず紙粘土で構想をかためます。

模型を見ながら大きさや作業工程を確認
します。

作業開始！砂を積む、掘るなどしておおま
かな形を作ります。

海水をかけ砂を固めて形を整えま
す。

細部を作りこみ、貝
殻などで装飾を加え
ます。

+αができる看護師を目指して
学びの時間
がんばるクラブ活動
国際交流特別授業
砂浜彫刻

+αができる看護師を目指して
学びの時間
がんばるクラブ活動
国際交流特別授業
砂浜彫刻


